
追加資料１  

市バス運賃の値上げ中止及び市バス路線の充実を 求める陳情 

 

陳情第38号・ 第43号・ 第44号                                交通局 

陳    情    要    旨    等 

陳情者 

神戸市長田区 新日本婦人の会長田支部 中村昌子（ 第38号）  

神戸市兵庫区 新日本婦人の会兵庫支部 前田みさ 子（ 第43号）  

神戸市長田区 全日本年金者組合長田支部 木下清子（ 第44号）  

陳
情
要
旨 

１ ． 市バス運賃の値上げ 

【 陳情第 38 号】 市バス運賃の値上げはし ないこ と 。  

【 陳情第 43 号】 市バス運賃の値上げは中止するこ と 。  

【 陳情第 44 号】 市バスの運賃は値上げし ないこ と 。  

 

２ ． 市バス路線の再編 

【 陳情第 38 号】  

  長田・ 兵庫のバス路線の再編は、 本数を減ら さ ず利便性を向上さ せるこ と 。  

  市民の声を聞き、 活かし た使いやすいバス路線を作るこ と 。  

【 陳情第 43 号】  

  兵庫区の南北交通を改善するため、 減便や市バス路線の再編は見直し て、 市民の声を活かし た

利用し やすいバス路線にするこ と 。  

【 陳情第 44 号】  

  長田・ 兵庫のバス路線は本数を減ら さ ず利便性を良く するこ と 。  

  市民の切実な声を聞き、 安心し た生活が出来る路線にするこ と 。  

陳 情 に 対 す る 神 戸 市 の 考 え 方 

陳情項目１ について 

新型コ ロ ナウイ ルス感染症の拡大による 社会全体の急速な変化は、 バス及び地下鉄等の公共交通機関

を ご利用いただく お客様の大幅な減少を も たら し 、 今後も コ ロナ禍前の水準に回復するこ と は見込みづ

ら い状況にある 。 加えて、 急速な少子高齢化の進展による 人口減少、 老朽化する施設・ 設備の更新のほ

か、 バリ アフ リ ー化等にも 対応し ていく 必要がある 。 さ ら に、 昨今の電気代や燃料代、 資材費や労務単価

等の高騰に伴う 諸経費の増加は安定的経営に深刻な影響を 及ぼし ている。  

こ のよう な状況のなか、 特に、 市バス事業における令和４ 年度決算資金不足比率は 19. 1％と なり 、 特

別に発行が許可さ れた「 特別減収対策企業債」 を発行し ていなければ、経営健全化基準である資金不足比

率 20％を上回り 、 経営健全化団体に陥っ ている状況である。  

そのため、 令和５ 年６ 月、 交通事業審議会に対し 、「 中長期的な経営基盤強化」 について諮問を行い、

同審議会及び専門部会において議論が行われ、 11 月 21 日、 交通局に対し 答申が提出さ れた。  

こ の答申を 参考と し 、市バス・ 地下鉄両事業において総合的に検討し ていく が、特に市バスについては

事業そのも のの存続を 最優先に考え、危機的な経営状況から の早期脱却のため、運賃改定実施に向けた具

体的な検討を 行う こ と と する。  

今春より 職員給与の 10％削減に取り 組むなど経費削減に努めてき たが、 今後も 徹底し た経費削減を実

施する ほか、 保有資産の一層の利活用等による 増収策にも 取り 組むなど経営基盤の強化を 図るこ と と し

ている。  

なお、 近隣の民間バス事業者においても 運賃改定を 実施し ており 、 持続可能な市バス事業の施策の検

討・ 実施に取り 組んでいく 。  
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陳情項目２ について 

（ １ ） 現状と 市バス路線再編の基本的な考え方 

市バス事業は、運営の中で日々得ら れる客観的なデータ から ご利用状況を 把握する と と も に、市民・ 利

用者のご要望や地域の実情も 踏まえながら 、 将来にわたり 持続可能なバス路線網や事業経営体制を 構築

し ていかなければなら ないと 考えている。  

新型コ ロナウイ ルスの影響や物価高騰等に起因する現在の危機的な経営状況において、現状の路線・ 運

行本数を そのまま維持し ていく こ と は困難であり 、 将来にわたっ て市民の日常生活を 支えていく ために

も 、 利便性の向上に努めつつ、 令和６ 年４ 月にバス路線の再編を 行う 。  

路線再編の基本的な考え方と し て、便数については、２ タ ッ チデータ に基づく ご利用状況を 考慮すると

と も に、 ルート については、山麓部はバス以外の代替交通手段がないと いっ た地域特性や、東西に充実し

た鉄道網と 市バスと の役割分担を 図り 、鉄道ではカ バーし き れない高低差のある南北移動を 担う こ と 、鉄

道駅と 一定距離がある よう な地域などバスが日常生活を 支える地域の利便性の向上を 図る こ と 等を 考慮

する こ と と し ている。  

 

（ ２ ） 兵庫・ 長田の路線再編の考え方 

兵庫・ 長田のバス路線については、バス以外の代替交通手段のない山麓部ではご利用が多い一方、鉄道

路線網が充実し ている中南部地域では山麓部ほどの需要はなく 、ご利用が比較的少ない状況にある。こ の

よう な需要の濃淡に対し 、総じ て同レベルの供給を 行っ てき たこ と から 、山麓部では更に供給を 充実さ せ

るべき 箇所がある一方、 中南部地域では供給過多になっ ていると いっ た需給の濃淡が生じ ている。  

例えば、 兵庫・ 長田エリ アを 大き く 循環し ている３ 系統では、 ご利用に濃淡がある にも 関わら ず、 朝夕

ラ ッ シュ を除いた運行は山麓部、中南部と も 同一の便数と なっ ており 、こ れを 改善すべく 供給が多い箇所

から 需要のある箇所に便数を 再配分すべく 、 今回６ 系統の運行ルート 変更、 93 系統新設などの手法を 用

い、 ３ 系統自体は減便するも のの、山麓部での便数は従来を維持、また循環系統と し ての利便性を損なわ

ないよう 規模を 縮小し て維持するこ と と し た。  

また、長田の重池地域など、高低差や鉄道駅から の距離等の要素を 踏まえ、バスが日常生活を支える地

域では増便するなど利便性の向上も 図っ ている。  

さ ら に、現在の９ 系統ルート のう ち、他の多く の路線と 重複し ている湊川公園西口～平野～大学病院前

～神戸駅前間の運行は取り やめるこ と と し ているが、 11 系統の一部運行ルート を変更し 、 平野～大学病

院前～神戸駅前と するなど、 ルート の振替や乗り 換えを含め移動機会の確保を 図っ ている。  

今回の路線再編にあたっ ては、 地域の懇談会などでこ れまでにいただいているご要望について反映で

き る と こ ろ は反映すると と も に、 市バス I Cカ ード ２ タ ッ チデータ による 客観的な乗降データ を活用し つ

つ、 地域の様々な事情も 考慮し ながら 検討を 行っ ている。  

また、 ９ 月以降、 兵庫・ 長田の地域団体など地域の皆様への説明も 行っ ていると こ ろ であり 、 交通局か

ら お示し し た再編の当初案では、乗継が必要と なる新長田駅から 西市民病院への移動について、通院の利

便性確保等のご要望が複数寄せら れたこ と を 踏まえて再検討を 行い、 通院目的でのご利用が見込まれる

午前の時間帯については、 直通運行を 維持する方向と し た。  

路線再編後も 、２ タ ッ チデータ による客観的な乗降データ をも と に、ご利用状況に応じ た見直し を 図っ

ていく 。  
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